
そ
の
活
動
の
主
な
も
の
を
列
挙
す

る
と
次
ぎ
の
と
お
り
で
あ
る
。

１
．
季
節
運
動
等

全
国
お
よ
び
県
の
春
、
夏
、
秋
、

冬
の
交
通
安
全
運
動
に
連
動
し
た

街
頭
指
導
等
の
活
動
。

２
．
広
報
・
啓
発

モ
デ
ル
地
区
指
定
看
板
の
設
置
、

館
報｢

ま
っ
さ
き｣

で
の
交
通
ル
ー

ル
の
遵
守
と
注
意
。

３
．
交
通
安
全
教
室
の
開
催

保
育
園
、
小
学
校
、
中
学
校
で

交
通
安
全
教
室
開
催

４
．
高
齢
者
の
交
通
安
全
対
策

老
人
ク
ラ
ブ
を
通
し
て
高
齢

①
者
へ
の
夜
光
反
射
材
の
配
付

大
船
渡
市
交
通
安
全
市
民
大

②
会
後
の
交
通
安
全
講
習
へ
の
参
加
。

５
．
大
船
渡
市
交
通
安
全
市
民
大

会
へ
の
協
力

こ
れ
ま
で
は
、
市
民
会
館
で
開

催
さ
れ
て
い
た
が
、
今
年
度
は

末
崎
中
学
校
体
育
館
で
開
催
。

多
く
の
方
々
の
参
加
、
協
力
が

得
ら
れ
大
会
は
成
功
裏
に
終
了
。

６
．
そ
の
他
の
運
動
・
事
業

央
公
民
館
と
末
崎
地
区
公
民
館
主
催

(

末
崎
地
区
地
域
再
生
支
援
文
化
活

動
事
業)

に
よ
る
な
か
よ
し
親
睦
ラ

ー
ジ
ボ
ー
ル
卓
球
大
会
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

こ
の
大
会
に
は
、
男
女

人
が
参
加

27

し
、
男
女
混
合
ダ
ブ
ル
ス
に
よ
る
ト

ー
ナ
メ
ン
ト
方
式
で
競
わ
れ
ま
し

た
。試

合
結
果
は
左
記
の
と
お
り

敬
称
省
略立

花

茂

菅
野

末
榮
子

宮
澤

善
一

及
川

タ
キ

羽
根
川

弘
道

田
畑

タ
カ

大
会
終
了
後
、
和
室
に
移
り
、
「
な

か
よ
し
新
春
お
茶
っ
こ
の
会
」
が
開

催
さ
れ
、
大
変
盛
り
上
が
っ
た
一
日

で
し
た
。
皆
さ
ん
に
は
大
変
ご
苦
労

さ
ま
で
し
た
。

★「
草
月
流
生
け
花
」
教
室

日

時月

日

時~

時

4

11

（水）
10

12

月

日

時~

時

4

25

（水）
10

12

会

場
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー

２
階
会
議
室

主

催
末
崎
地
区
公
民
館

講

師
鈴
木
隆
子
さ
ん

持
ち
物

花
器
・
花
ハ
サ
ミ
・
剣
山
・
水

切
り
ボ
ー
ル
・
タ
オ
ル
・
ゴ
ミ

袋
・
新
聞
紙

費

用
花
材
代
は
実
費
と
な
り
ま
す
。

連
絡
先

鈴
木
隆
子
さ
ん

電
話

ー
３
４
７
３

29

み
な
さ
ま
ご
自
由
に
ご
参
加
下
さ
い
。

＊
花
材
の
準
備
が
あ
り
ま
す
の
で

月

日

ま
で
に
連
絡
を
お

3

30

（金）

願
い
致
し
ま
す
。

１
位

２
位

３
位

末
崎
町
は
、
大
船
渡
市
交
通
安

全
対
策
協
議
会
か
ら
平
成

年
度

29

交
通
安
全
モ
デ
ル
地
区
の
指
定
を

受
け
た
こ
と
か
ら
、
去
る

月
6

2

日
に
町
内
の
交
通
安
全
協
会
、
交

通
安
全
母
の
会
、
末
崎
駐
在
所
、

保
育
園
・
小
学
校
・
中
学
校
、
各

地
域
公
民
館
、
防
犯
協
会
、
体
育

協
会
、
民
生
児
童
委
員
協
議
会
、

消
防
団
、
消
防
連
合
後
援
会
、
婦

人
防
火
ク
ラ
ブ
、
老
人
ク
ラ
ブ
、

婦
人
会
、
農
協
、
漁
協
、
郵
便
局

等
各
種
団
体
、
個
人
の
ご
協
力
の

も
と
末
崎
町
交
通
安
全
モ
デ
ル
地

区
活
動
推
進
協
議
会
を
立
ち
上
げ

た
。

活
動
の
目
的
は
、
末
崎
町
に
居
住

す
る
者
や
末
崎
町
内
の
職
場
で
働

く
者
が
交
通
ル
ー
ル
を
守
り
、
交

通
事
故
、
特
に
も
死
亡
事
故
を
起

こ
さ
ぬ
よ
う
に
。
ま
た
飲
酒
運
転

は
絶
対
し
な
い
よ
う
交
通
安
全
意

識
の
高
揚
を
図
り
、
安
全
で
住
み

よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
こ

と
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
諸
々
の
活

動
を
行
っ
て
き
た
。

 

末崎町の石碑・祠・神社（８）
8 甲子供養塔について
(1) 甲子信仰
昔は、年や日を甲乙丙丁などの十干と子丑寅などの十二支を組み

合わせた 60 通りの干支で表しました。その甲子(きのえね)の日に行
う祀りです。
甲子(こうし・かっし)の子は、十二支の子(ね)のことで、六十干

支の、一日目に当たる、甲子（きのえね）の日に大黒天を信仰する
人々の記念碑です。甲子と大黒天とのつながりは、大黒天の「神の

使」(かみのつかい)が白ネズミとなっていることによるものです。
黒豆や二股大根などを供え、子の刻（夜中の 12 時頃）まで起きてい
て、豊作や商売繁盛・子孫繁栄などを願います。
多くは、自然石に、甲子、甲子大黒天、大黒天、子待ち、などの

文字を刻みます。大黒天の彫像や祠形も見られます。大黒天の姿は、

米俵に乗り、打出の小槌を持つ福の神として描かれます。
(2) 造立年代・分布状況
安政五年十二月廿日と刻まれていますので、いまから 160 年前に

建てられたものです。
この碑は、気仙には 1 基だけで、大変めずらしい碑です。県内に

は庚申塔や己巳塔と併せて刻んだ碑が 16基あるそうです。
(3) 所在地
末崎町字中森 及川宗夫氏宅前・まるたけガソリンスタンド向い、

（通称オカネズカ）の石碑群の後列左端。
大きさ 30㎝× 57㎝ 花崗岩自然石 (紀)

中
森

オ
カ
ネ
ズ
カ
の
甲
子
供
養
塔

安
政
五
戊
午
年

奉

甲

子

供

羪

十
二
月
廿
日

石碑の文字、羪
は養と同じ

児

童

生

徒

の

登

下

校

時

の

交

通

①安
全
指
導

交

通

安

全

ポ

ス

タ

ー

、

標

語

コ

②ン
ク
ー
ル
の
実
施

（

小

・

中

学

生

よ

り

多

く

の

作

品

が

寄

せ

ら

れ

た

。

入

選

者

に

は

賞
状
と
賞
品
を
授
与
）

末

崎

町

内

の

交

通

事

故

発

生

件

数
に
つ
い
て

平

成

年

以

降

の

状

況

を

み

24

る

と

、

死

亡

事

故

は

発

生

し

て

い

な

い

。

人

身

事

故

に

つ

い

て

は

、

平

成

年

は

件

、

平

成

年

は

24

4

26

件

、

そ

れ

以

外

は

件

。

物

損

3

2

事

故

は

、

平

成

年

の

件

を

ピ

25

55

ー

ク

に

年

々

少

し

ず

つ

減

少

し

て

お

り

平

成

年

は

過

去

年

間

で

29

6

最
も
少
な
い
。

平
成

年
の
状
況
を
み
る
と
、
人

29

身
事
故
は

月

件
、

月

件
の

3

1

7

1

件
。
物
損
事
故
は
毎
月
何
件
か
の

2事
故
が
あ
り
、
合
計
で

件
で
あ
る
。

39

物
損
事
故
の
多
い
月
は
、

月
～

7

9

月
と

月
～

月
で
あ
る
。

12

1

７
月
～
９
月
は
最
も
暑
い
時
季
、
眠

気
が
襲
い
集
中
力
が
持
続
で
き
な
い

季
候
。

☆
ス
ポ
ー
ツ
大
会
結
果

◇
な
か
よ
し
親
睦

ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
卓
球
大
会

月

日
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ

2

20

ー
体
育
室
で
、
大
船
渡
市
立
中

ま
た
、

月
は
、
お
盆
で
帰
省

8

客
も
多
く
、
混
雑
す
る
の
で
、

事
故
の
確
率
が
高
く
な
る
。

月
～

月
に
つ
い
て
は
、

12

1

12

月
は
正
月
の
準
備
で
人
々
は
せ

わ
し
く
、
ゆ
と
り
あ
る
運
転
が

で
き
な
い
。
や
は
り
、
帰
省
客

が
多
く
、
車
両
も
多
く
な
る
。

さ
ら
に
寒
く
な
り
路
面
が
凍
っ

て
滑
り
や
す
く
な
る
こ
と
か
ら

事
故
が
発
生
し
て
い
る
。

飲
酒
運
転
検
挙
状
況
に
つ
い
て

大
船
渡
市
全
体
の
も
の
の
み

で
町
毎
に
は
公
表
さ
れ
て
い
な

い
。末

崎
町
交
通
安
全
モ
デ
ル
地

区
活
動
推
進
協
議
会
の
活
動
は

平
成

年
度

年
間
の
み
で
あ

29

1

り
、
去
る

月

日
に
総
会
・

6

2

発
会
式
を
行
い
、
活
動
し
て
参

り
ま
し
た
が
、
こ
の

月

日

3

26

の
総
会
・
解
散
式
を
も
っ
て
終

了
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ

の
間
、

月
に
人
身
事
故
（

7

1

件
）
が
発
生
し
た
こ
と
は
極
め

て
残
念
で
あ
り
ま
す
が
、
そ
の

後
は
、
大
き
な
事
故
も
な
く
、

物

損

事

故

も

減

少

し

た

こ

と

は
、
町
民
の
皆
様
の
ご
協
力
が

あ
ら
れ
た
か
ら
こ
そ
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。
町
民
の
皆
様
に
感

謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。
今
後
も
、

末
崎
町
か
ら
交
通
事
故
・
違
反

を
な
く
す
よ
う
一
人
ひ
と
り
が

交
通
ル
ー
ル
を
守
り
、
安
全
運

転
、
安
全
歩
行
に
努
め
、
住
み

よ
い
ま
ち
に
す
る
よ
う
ご
協
力

く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

交
通
安
全
モ
デ
ル
地
区
の
活

動
を
振
り
返
っ
て

デジタル公民館まっさき HP http://www.massaki.jp/ デジタル公民館まっさき FB https://www.facebook.com/digitalmassak/

第２８０号

平成３０年 ３月２０日

大船渡市立

末崎地区公民館
電話（F兼）29-2955津 波 な ん か に

負 け な い ！


